
数学 C 行列 解法のテクニック

【点の移動】

1. 原点や原点を通る直線に関する対称移動は１次変換である。
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【行列
nA の計算】
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２項定理より
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(1) EAk  のとき

(2) Aが回転行列のとき

(3)   02  EA  のとき
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行列の式を xの高次多項式とみなして,

nx を )()(2 bcadxdax  で割る。

行列の成分の等式の解き方

(4) nB がわかっていて，かつ
1 PAPB のとき
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A のとき

(7)ケーリー・ハミルトンの定理の利用

(解法のテクニック)

1 bababa  ,22 の場合わけ。

2 = 0 と ≠ 0 の場合わけ。

3 �� = 2 や c = 1 などの具体的な数字を代入してみる。



【固有値，固有ベクトル】
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)0(  xxkxA となる kを Aの固有値， xを Aの固有ベクトルという。

0)(  xkEA

kEA は逆行列をもたないから，

固有方程式
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【対角化】

固有ベクトル 21,vv を並べた行列を  21vvP  とすると

1PAP を計算すると Aを対角化できる。

固有値が重解のとき，固有ベクトルは１つより，もう１つの１次独立なベクトルを用いる

ことによって，上三角化できる。
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対角化した行列の対角成分は固有ベクトルの固有値になっている。

［証明］
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【
nA の計算】
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固有値が重解のとき
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【逆行列】

1. )()()( BAAB 
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2. Aが逆行列を持つ
2A も逆行列を持つ
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